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紙面から11月の出来事
●時　事
  1日  甲州市が誕生
  9日  世界初 2007年から小海線で

ハイブリッド列車運転
15日  紀宮さまと黒田慶樹さん　ご結婚

●山梨県中央会ニュース
  1日  正副会長会議
  9日  創立50周年記念式典
20日  中小企業団体親睦ゴルフコンペ
22日  青年部県大会
29日  活力ある職場づくり推進運動山梨県大会

12月の予定
  2日  光のピュシス2005オープニング
20日  中央会正副会長会議、理事会
28日  仕事納め

2面  50周年記念事業表彰受賞者
3面  栄誉/陳情
4面  景況情報/情報連絡員の業界の声
　　 共済アラカルト
5面  アクティブ kumiai
6面  活力ある職場づくり推進運動県大会
　　 組合Q&A/Hello!組合事務局
7面  MEET THE理事長/Study room
8面  青年中央会県大会
　　 第36回中小企業団体親睦ゴルフコンペ
　　 ジョブサポートだより

組
合
、業
界
に
貢
献
し
た

組
合
、業
界
に
貢
献
し
た

30304
の
個
人
・
団
体
を
表
彰

の
個
人
・
団
体
を
表
彰

組
合
、業
界
に
貢
献
し
た

304
の
個
人
・
団
体
を
表
彰

創立創立5050年記念式典を開催年記念式典を開催
組合運営の原則は、『共存、共生』組合運営の原則は、『共存、共生』組合運営の原則は、『共存、共生』

　
本
会
で
は
中
巨
摩
郡
昭
和
町
の
ア
ピ
オ

で
、設
立
か
ら
五
十
年
の
節
目
に
当
た
る
十

一
月
九
日︵
水
︶に
、県
内
の
中
小
企
業
組
合

関
係
者
ら
約
六
〇
〇
人
の
参
加
を
得
て
創

立
五
十
周
年
式
典
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　
記
念
式
典
は
、堀
内
豊
彦
専
務
理
事
の
司

会
に
よ
り
開
会
、開
式
の
辞
を
内
藤
悦
次
副

会
長
が
述
べ
、
中
小
企
業
組
合
の
振
興
・
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
物
故
者
に
対
し
黙
祷
を

捧
げ
た
後
に
、宮
川
睦
武
会
長
が
記
念
式
典

の
式
辞
を
述
べ
た
。

　
式
辞
の
中
で
、宮
川
会
長
は
、﹁
組

合
活
動
の
原
理
は
相
互
扶
助
で
あ
り
、

中
小
企
業
の
皆
様
が
共
に
生
き
残
り
、

共
に
発
展
し
よ
う
と
す
る
時
、組
合

に
結
集
し
、各
々
の
活
路
を
切
り
開
い
て
い

く
も
の
で
あ
る
。﹃
我
々
の
偉
大
な
力
は
、数

に
あ
ら
ず
、団
結
に
あ
る
﹄と
い
う︵
ト
ー
マ

ス
・
ペ
イ
ン
の
︶言
葉
が
あ
る
が
、中
小
企
業

経
営
に
お
け
る
共
生
・
団
結
の
大
切
さ
を
、

再
度
よ
く
噛
み
し
め
、こ
れ
か
ら
の
組
合
活

動
の
新
た
な
歴
史
を
切
り
開
く
と
共
に
、先

人
達
が
残
し
て
く
れ
た
偉
大
な
財
産
を
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
責
務
が
あ
る
。
﹂
と

述
べ
た
。

　
続
い
て
表
彰
に
移
り
司
会
よ
り﹁
齢
八
十

路
を
超
え
ら
れ
、中
央
会
の
歴
史
と
共
に
永

き
に
わ
た
り
ご
活
躍
さ
れ
、な
お
ご
健
在
で

中
小
企
業
組
合
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
に
対
し
、敬
意
と
感
謝
を
込
め

て

贈
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。﹂と
の
説

明
で
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

の
特
別
表
彰︵
八
〇
才
以
上
の
高
齢
者
役
員
︶

か
ら
始
ま
り
、
企
業
や
組
合
、
産
業
界
の
発

展
に
貢
献
し
た
三
〇
四
の
個
人
や
団
体
に

表
彰
状
を
贈
っ
た
。︵
被
表
彰
者
の
氏
名
等

は
二
面
︶

　
来
賓
祝
辞
と
し
て
、
山
本
栄
彦
知
事
、
高

橋
武
秀
関
東
経
済
産
業
局
局
長
、中
島
眞
人

参
議
院
議
員
、
小
沢
鋭
仁
衆
議
院
議
員
、
後

藤
斎
衆
議
院
議
員
、赤
池
誠
章
衆
議
院
議
員
、

長
崎
幸
太
郎
衆
議
院
議
員
、森
屋
宏
農
政
商

工
委
員
長
、法
師
人
稔
商
工
組
合
中
央
金
庫

専
務
理
事
及
び
萩
原
幸
男
県
商
工
会
連
合

会
会
長
の
一
〇
名
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、記
念

式
典
に
花
を
添
え
た
。

　
ま
た
、

”や
ま
な
し
言
葉
の
会
“
代
表
小

林
是
綱
先
生
の﹁
山
梨
を
興
し
た
文
化
と
人
﹂

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、そ
の
中
で
、

方
言
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
習
慣
に
育
ま
れ
た
文
化
の
中
か
ら

作
り
出
さ
れ
て
い
く
、そ
の
地
そ
の
歴
史
的

背
景
を
、仮
説
手
法
を
と
り
な
が
ら
分
か
り

や
す
い
講
演
で
甲
州
弁
を
再
認
識
し
た
と

言
う
感
想
が
会
場
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
た

素
晴
ら
し
い
講
演
内
容
と
な
っ
た
。

　
こ
の
後
に
、受
賞
者
及
び
来
賓
の
方
々
と

会
員
の
交
流
会
を
開
催
し
参
加
者
全
員
で

有
意
義
な
歓
談
が
行
わ
れ
た
。

表彰状を読み上げる山本知事

講演する小林先生 式辞を述べる宮川会長
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山
梨
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
会
長
特
別
表
彰

長
田
幸
二︵
山
梨
県
石
油
協
同
組
合
︶、小
田
切

千
冬︵
山
梨
県
石
油
協
同
組
合
︶、加
藤
亀
吉︵
甲

斐
東
部
材
産
地
形
成
事
業
協
同
組
合
︶
、
水
越

彦
蔵︵
甲
斐
東
部
材
産
地
形
成
事
業
協
同
組
合
︶、

加
藤
昇
一︵
山
梨
県
水
産
物
商
業
協
同
組
合
︶、

秋
山
儀
規︵
山
梨
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合
︶、

篠
原
富
寿︵
山
梨
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合
︶、

角
田
勝
正︵
山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合
︶、長

坂
一︵
山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合
︶、輿
石
政

雄
︵
山
梨
県
砂
利
協
同
組
合
︶
、
石
川
英
雄
︵
山

梨
県
火
災
共
済
協
同
組
合
︶、山
本
高
幸︵
山
梨

県
火
災
共
済
協
同
組
合
︶、平
川
良
雄︵
山
梨
県

ア
パ
レ
ル
工
業
組
合
︶、雨
宮
登︵
東
八
豆
腐
事

業
協
同
組
合
︶、窪
田
恒
男︵
山
梨
報
徳
機
工
協

同
組
合
︶、小
澤
信
義︵
山
梨
県
土
木
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合
︶、中
嶋
久
男︵
高
根

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
企
業
組
合
︶
、
中
込
敏
郎

︵
桜
町
四
丁
目
商
店
街
協
同
組
合
︶、田
中
清︵
西

銀
座
商
店
街
振
興
組
合
︶、河
西
正
造︵
西
銀
座

商
店
街
振
興
組
合
︶、菊
原
甲
子
男︵
山
梨
県
豆

腐
商
工
組
合
︶、小
林
公
一
郎︵
山
梨
県
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
︶、宮
坂
伊
兵
衛︵
山
梨
県
味

噌
醤
油
協
同
組
合
︶、山
寺
義
雄︵
山
梨
県
味
噌

醤
油
工
業
協
同
組
合
︶、田
中
新
太
郎︵
山
梨
県

ガ
ラ
ス
サ
ッ
シ
商
工
業
組
合
︶、石
井
秀
夫︵
上

野
原
織
物
工
業
協
同
組
合
︶、水
野
義
拡︵
山
梨

県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
︶

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

①
優
良
組
合
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
組
合

西
桂
織
物
工
業
協
同
組
合
、
山
梨
県
食
品
工

業
団
地
協
同
組
合

②
組
合
功
労
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
人

渡
　
彬
︵
都
留
信
用
組
合
︶
、
渡
邉
經
三
︵
山
梨

県
民
信
用
組
合
︶

関
東
経
済
産
業
局
局
長
表
彰

①
優
良
組
合
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
組
合

山
梨
報
徳
機
工
協
同
組
合
、
大
月
エ
ル
ピ
ー

ガ
ス
販
売
協
同
組
合
、
南
ア
ル
プ
ス
市
管
工

事
協
同
組
合

②
優
良
青
年
部
…
…
…
…
…
…
…
１
青
年
部

西
桂
織
物
工
業
協
同
組
合
青
年
部
糸
の
音
会

③
組
合
功
労
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
人

新
藤
進︵
山
梨
報
徳
機
工
協
同
組
合
︶、中
込
明

男︵
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
︶

山
梨
県
知
事
表
彰

①
優
良
組
合
…
…
…
…
…
…
…
…
…
38
組
合

西
島
和
紙
工
業
協
同
組
合
、
上
野
原
織
物
工

業
協
同
組
合
、
山
梨
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協

同
組
合
、山
梨
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
、

大
明
見
染
織
協
同
組
合
、
山
梨
県
菓
子
工
業

組
合
、
山
梨
県
農
薬
卸
商
業
協
同
組
合
、
甲
府

建
具
協
同
組
合
、
塩
山
車
検
セ
ン
タ
ー
協
同

組
合
、
山
梨
県
サ
ッ
シ
販
売
工
業
協
同
組
合
、

山
梨
県
自
動
車
電
装
品
整
備
商
工
組
合
、
山

梨
県
不
動
産
業
協
同
組
合
、
山
梨
県
鍍
金
工

業
組
合
、
峡
北
自
動
車
整
備
協
業
組
合
、
河
口

湖
商
業
協
同
組
合
、
早
川
砂
利
協
同
組
合
、
山

梨
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
、
山
梨
県
森

林
整
備
生
産
事
業
協
同
組
合
、
山
梨
県
製
麺

協
同
組
合
、
山
梨
県
自
動
車
車
体
整
備
協
同

組
合
、
笹
一
グ
ル
ー
プ
事
業
協
同
組
合
、
山
梨

県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合
、根
場
民
宿
協
同
組
合
、

協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
、
山
梨
県
セ

メ
ン
ト
卸
協
同
組
合
、
河
口
湖
プ
チ
ペ
ン
シ

ョ
ン
事
業
協
同
組
合
、
猿
橋
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

販
売
協
同
組
合
、
山
梨
総
合
管
財
事
業
協
同

組
合
、
甲
府
市
食
品
団
地
協
同
組
合
、
上
野
原

工
業
団
地
事
業
協
同
組
合
、
山
梨
県
電
気
通

信
設
備
協
同
組
合
、
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
、

鰍
沢
町
商
業
協
同
組
合
、
山
梨
県
冷
凍
空
調

設
備
事
業
協
同
組
合
、
韮
崎
市
上
水
道
工
事

協
同
組
合
、
山
梨
県
警
備
業
協
同
組
合
、
企
業

組
合
ふ
る
さ
と
薬
膳
森
樹
、
高
根
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
企
業
組
合

②
優
良
青
年
部
…
…
…
…
…
…
…
４
青
年
部

山
梨
県
パ
ン
協
同
組
合
青
年
部
、山
梨
県
自
動

車
整
備
商
工
組
合
Ａ
Ｍ
Ｓ
山
梨
青
年
部
、山
梨

県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合
青
年
部
会
、山

梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
青
年
部

③
組
合
功
労
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30
人

安
藤
晴
雄︵
上
野
原
工
業
団
地
事
業
協
同
組
合
︶、

飯
島
覚
︵
山
梨
県
ガ
ラ
ス
サ
ッ
シ
商
工
協
同

組
合
︶、飯
野
巧︵
山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合
︶、

井
上
勝
次︵
山
梨
県
山
砕
石
事
業
協
同
組
合
︶、

岩
間
英
雄︵
山
梨
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合
︶、

遠
藤
眞
風︵
山
梨
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
︶、

小
田
切
富
男
︵
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同

組
合
︶、小
俣
芳
二︵
甲
州
織
物
都
留
問
屋
協
同

組
合
︶、勝
俣
明
美︵
富
士
吉
田
織
物
協
同
組
合
︶、

菊
原
甲
子
男︵
山
梨
県
豆
腐
商
工
組
合
︶、小
松

義
文︵
山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組
合
︶、小
宮

山
貞
夫
︵
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
協

同
組
合
︶、斉
藤
一
男︵
山
梨
県
広
告
美
術
業
協

同
組
合
︶、三
枝
攻︵
山
梨
県
農
薬
卸
商
業
協
同

組
合
︶、志
村
等︵
連
雀
事
業
協
同
組
合
︶、鈴
木

和
雄︵
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
︶、竹
川
昭
男︵
山

梨
県
貸
お
し
ぼ
り
協
同
組
合
︶、中
村
恭
二︵
甲

府
理
容
師
協
同
組
合
︶、仲
村
清
和︵
山
梨
県
中

古
自
動
車
販
売
商
工
組
合
︶、原
俊
男︵
峡
北
自

動
車
整
備
協
業
組
合
︶、伴
野
公
亮︵
甲
府
ホ
テ

ル
旅
館
協
同
組
合
︶、平
子
文
康︵
上
野
原
織
物

工
業
協
同
組
合
︶、平
山
勝
幸︵
甲
府
建
具
協
同

組
合
︶、前
田
徳
造︵
桜
町
四
丁
目
商
店
街
協
同

組
合
︶、松
土
吉
仁︵
山
梨
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
同
組
合
︶、丸
山
光
則︵
山
梨
県
蒟
蒻
原
料

商
工
業
協
同
組
合
︶、矢
澤
雄
兒︵
山
梨
県
食
品

工
業
団
地
協
同
組
合
︶、米
山
尊
徳︵
竜
王
商
工

業
協
同
組
合
︶、若
尾
明
彦︵
甲
府
市
資
源
回
収

協
同
組
合
︶、渡
辺
一
郎︵
甲
府
市
管
工
事
協
同

組
合
︶

④
青
年
部
功
労
者
…
…
…
…
…
…
…
…
７
人

内
藤
公
明︵
山
梨
県
自
動
車
整
備︵
商
︶Ａ
Ｍ
Ｓ

山
梨
青
年
部
︶、仲
山
一
仁︵
協
同
組
合
山
梨
県

鉄
構
工
業
会
青
年
部
︶、樋
口
益
男︵
山
梨
県
中

古
自
動
車
販
売
商
工
組
合
青
年
部
会
︶
、
広
田

陽
一
︵
山
梨
県
水
晶
美
術
彫
刻
協
同
組
合
青

年
部
︶、古
屋
教
一︵
山
梨
県
自
動
車
整
備︵
商
︶

Ａ
Ｍ
Ｓ
山
梨
青
年
部
︶、程
原
久
幸︵
協
同
組
合

山
梨
県
鉄
構
工
業
会
青
年
部
︶、武
藤
勲
男︵
山

梨
県
自
動
車
整
備︵
商
︶Ａ
Ｍ
Ｓ
山
梨
青
年
部

⑤
優
良
専
従
職
員
…
…
…
…
…
…
…
…
19
人

青
柳
美
恵
子︵
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
︶、

石
水
稔︵
山
梨
県
民
信
用
組
合
︶、市
村
好
治︵
山

梨
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
︶
、
牛
山
清
次

︵
山
梨
県
石
油
商
業
組
合
︶
、
大
島
辰
巳
︵
山
梨

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
︶、落
合
達
也︵
山

梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
︶
、
加
室
や
え
子

︵
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
︶、小
林
和
子︵
山

梨
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合
︶
、
小
林

正
敏︵
山
梨
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
︶、斉

木
重
夫︵
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
︶、佐
々

木
睦
月
︵
山
梨
県
土
木
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
協
同
組
合
︶、清
水
麻
里
子︵
山
梨
県
食
品

工
業
団
地
協
同
組
合
︶、武
内
和
美︵
山
梨
県
土

木
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合
︶
、
田

中
幸
雄︵
協
同
組
合
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー
︶、

鶴
田
美
樹︵
山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合
︶、藤

原
靖
雄︵
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
︶、藤
本

文
彦︵
山
梨
県
石
油
協
同
組
合
︶、三
浦
史
津
子

︵
山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組
合
︶、矢
崎
美
彦

︵
甲
府
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
協
同
組
合
︶

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長
表
彰

①
優
良
組
合
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
組
合

協
同
組
合
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
梨
、
平
久

保
の
池
自
然
園
企
業
組
合
、
山
梨
県
学
校
給

食
協
同
組
合

②
優
良
青
年
部
…
…
…
…
…
…
…
２
青
年
部

や
ま
な
し
印
刷
若
人
会
、
山
梨
県
石
油
商
業

組
合
青
世
会

③
組
合
功
労
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
人

天
野
和
平︵
山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組
合
︶、

中
川
良
一︵
山
梨
県
事
務
機
文
具
商
協
同
組
合
︶、

森
雅
宣
︵
山
梨
県
機
械
金
属
工
業
団
地
協
同

組
合
︶、井
上
聰
一
郎︵
早
川
砂
利
協
同
組
合
︶、

小
野
勝
正︵
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
︶

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長
表
彰

①
優
良
組
合
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
組
合

協
同
組
合
山
梨
県
管
設
備
工
業
会
、
長
栄
事

業
協
同
組
合
、山
梨
県
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
、

山
梨
県
地
質
調
査
事
業
協
同
組
合
、
山
梨
県

美
容
用
品
商
業
協
同
組
合
、
山
梨
中
央
青
果

商
業
協
同
組
合

②
優
良
組
合
青
年
部
…
…
…
…
…
１
青
年
部

山
梨
県
石
材
加
工
業
協
同
組
合
青
年
部

③
優
良
組
合
女
性
部
…
…
…
…
…
２
女
性
部

甲
府
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
女
性
部
、
甲
府

理
容
師
協
同
組
合
女
性
部

④
組
合
功
労
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46
人

赤
澤
昭
雄︵
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
︶、

阿
久
津
行
廣︵
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
︶、

天
野
勝︵
山
梨
県
食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会
︶、

石
井
洋︵
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
︶、一
ノ
瀬
靖

彦
︵
連
雀
事
業
協
同
組
合
︶
、
遠
藤
一
仁
︵
甲
府

建
具
協
同
組
合
︶、大
木
勝
志︵
協
同
組
合
山
梨

県
流
通
セ
ン
タ
ー
︶、太
田
丈
三︵
山
梨
県
塗
装

協
同
組
合
︶、小
田
切
昭︵
山
梨
県
重
機
業
協
同

組
合
︶、小
野
富
義︵
山
梨
県
時
計
宝
飾
眼
鏡
商

業
協
同
組
合
︶、河
西
秀
吏︵
甲
府
市
資
源
回
収

協
同
組
合
︶、萱
沼
喜
夫︵
山
梨
県
電
気
工
事
工

業
組
合
︶、川
口
寿
男︵
山
梨
県
撚
糸
工
業
組
合
︶、

神
田
祐
夫︵
甲
府
ガ
ス
協
業
組
合
︶、菊
嶋
猛︵
山

梨
県
警
備
業
協
同
組
合
︶、橘
田
照
男︵
山
梨
県

食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会
︶
、
久
保
田
清
則

︵
山
梨
県
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
︶、功
刀

吉
文︵
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
︶、甲
田
紀

文
︵
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
︶
、
後
藤
正
志
︵
山

梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
︶、五
味
武︵
山
梨

県
新
聞
販
売
商
業
協
同
組
合
︶、五
味
孝
男︵
山

梨
県
印
刷
工
業
組
合
︶、斉
藤
友
英︵
協
同
組
合

山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
︶、佐
久
間
一
壽︵
山

梨
県
漬
物
協
同
組
合
︶、櫻
井
彰
一︵
山
梨
県
室

内
装
飾
事
業
協
同
組
合
︶、清
水
春
夫︵
山
梨
県

配
電
盤
工
業
協
同
組
合
︶、志
村
晴
紀︵
協
同
組

合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
︶、末
木
克
巳︵
山
梨
県

事
務
機
文
具
商
協
同
組
合
︶、関
島
博
人︵
春
日

町
通
商
業
協
同
組
合
︶、
g
木
孝
昌︵
山
梨
県
サ

ッ
シ
販
売
工
業
協
同
組
合
︶、田
野
口
民
雄︵
山

梨
ア
ク
セ
サ
リ
ー
協
同
組
合
︶
、
内
藤
冨
士
夫

︵
山
梨
県
食
品
工
業
団
地
協
同
組
合
︶、名
取
治

男︵
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組
合
︶、成
澤

秀
仁︵
甲
府
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
︶、根
津
　

太
郎︵
山
梨
県
印
刷
工
業
組
合
︶、橋
本
光
隆︵
山

梨
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
︶
、
畑
喜
内

︵
山
梨
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
︶、羽
田

康
文︵
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
︶、原
田

保︵
山
梨
県
印
判
用
品
卸
商
工
業
協
同
組
合
︶、

平
賀
清︵
南
ア
ル
プ
ス
市
管
工
事
協
同
組
合
︶、

深
澤
悦
男︵
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
︶、堀
内
利

彦︵
山
梨
県
地
質
調
査
事
業
協
同
組
合
︶、堀
内

利
之︵
協
同
組
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
甲
府
︶、

諸
平
秀
樹︵
協
同
組
合
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー
︶、

渡
邊
和
之︵
山
梨
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合
︶、

渡
辺
忠
男︵
山
梨
県
撚
糸
工
業
組
合
︶

⑤
青
年
部
功
労
者
…
…
…
…
…
…
…
…
６
人

石
川
秀
昭
︵
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組

合
青
年
部
︶、伊
部
喜
一︵
協
同
組
合
山
梨
県
鉄

構
工
業
会
青
年
部
会
︶、帯
金
岩
夫︵
山
梨
県
造

園
建
設
業
協
同
組
合
青
年
部
︶、武
井
文
彦︵
山

梨
県
板
金
工
業
組
合
青
年
部
︶、土
屋
真
一︵
協

同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
青
年
部
会
︶
、
宮

下
純
一︵
山
梨
県
撚
糸
工
業
組
合
青
年
部
︶

⑥
女
性
部
功
労
者
…
…
…
…
…
…
…
…
18
人

小
田
切
禎
子
︵
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
女
性
部
会
︶、坂
本
千
鶴︵
山
梨
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
女
性
部
会
︶、清
水
加
寿
子︵
山
梨

県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
女
性
部
会
︶
、
高

野
孝
江
︵
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
女

性
部
会
︶、田
中
良
子︵
山
梨
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
女
性
部
会
︶、鶴
田
照
子︵
山
梨
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
女
性
部
会
︶、土
橋
悦
子︵
山

梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
女
性
部
会
︶
、
内

藤
安
美
︵
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
女

性
部
会
︶、中
込
成
子︵
山
梨
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
女
性
部
会
︶、成
澤
光
子︵
甲
府
ホ
テ
ル

旅
館
協
同
組
合
女
性
部
︶、早
野
文
子︵
山
梨
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
女
性
部
会
︶
、
樋
口
幸

恵
︵
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
女
性

部
会
︶、星
ち
え
子︵
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
女
性
部
会
︶、堀
野
と
み
え︵
山
梨
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
女
性
部
会
︶、向
井
洋
子︵
山

梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
女
性
部
会
︶
、

矢
澤
ひ
ろ
子
︵
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
女
性
部
会
︶、山
下
多
加
祢︵
山
梨
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
女
性
部
会
︶、横
打
時
子︵
山
梨

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
女
性
部
会
︶

⑦
優
良
専
従
職
員
…
…
…
…
…
…
…
…
11
人

一
瀬
司︵
山
梨
県
火
災
共
済
協
同
組
合
︶、小
倉

隆
彦︵
釜
無
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合
︶、長
田

聡︵
甲
府
市
管
工
事
協
同
組
合
︶、加
藤
雪
江︵
身

延
駅
前
し
ょ
う
に
ん
通
り
商
業
協
同
組
合
︶
、

近
藤
正
之︵
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
︶、清

水
利
彦︵
山
梨
県
民
信
用
組
合
︶、田
中
千
春︵
山

梨
県
山
砕
石
事
業
協
同
組
合
︶、
g
村
文
子︵
山

梨
県
撚
糸
工
業
組
合
︶、手
島
昌
一︵
山
梨
県
民

信
用
組
合
︶、平
嶋
泰︵
山
梨
県
塗
装
協
同
組
合
︶、

廣
瀬
光
治︵
山
梨
県
民
信
用
組
合
︶

⑧
優
良
従
業
員
…
…
…
…
…
…
…
…
…
67
人

相
原
登
︵
西
山
塗
装
株
式
会
社
︶
、
赤
池
勇
︵
丸

京
製
紙
株
式
会
社
︶、赤
岡
定
次︵
峡
北
陸
送
株

式
会
社
︶、浅
井
博︵
株
式
会
社
秋
山
製
作
所
︶、

芦
澤
元
子︵
有
限
会
社
芦
澤
運
輸
︶、内
田
浩︵
株

式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス
︶、跡
部
盛
子︵
株
式
会
社

内
藤
ハ
ウ
ス
︶、天
野
健
太
郎︵
笹
一
酒
造
株
式

会
社
︶、伊
井
克
彦︵
株
式
会
社
甲
信
不
二
フ
ー

ド
︶、池
谷
益
貴︵
株
式
会
社
高
野
塗
装
店
︶、石

川
千
穂
子︵
よ
っ
ち
ゃ
ん
食
品
工
業
株
式
会
社
︶、

石
原
幸
夫︵
株
式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス
︶、一
之
瀬

勝
︵
株
式
会
社
坂
本
建
運
︶
、
大
久
保
力
︵
株
式

会
社
坂
本
建
運
︶、大
芝
操︵
株
式
会
社
甲
信
不

二
フ
ー
ド
︶、荻
野
ま
さ
江︵
株
式
会
社
平
和
堂
︶、

奥
山
勇
三︵
株
式
会
社
坂
本
建
運
︶、長
田
明
善

︵
株
式
会
社
甲
信
不
二
フ
ー
ド
︶、笠
井
和
子︵
有

限
会
社
山
十
製
紙
︶、勝
俣
利
晴︵
株
式
会
社
秋

山
製
作
所
︶、久
保
田
一
己︵
株
式
会
社
内
藤
ハ

ウ
ス
︶、河
野
一
郎︵
中
央
物
産
株
式
会
社
︶、越

石
悠
喜
夫︵
株
式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス
︶、小
林
昭

︵
株
式
会
社
さ
ん
け
い
︶
、
小
針
長
男
︵
峡
北
陸

送
株
式
会
社
︶、駒
井
一
男︵
株
式
会
社
内
藤
ハ

ウ
ス
︶、込
山
亮︵
山
梨
商
運
株
式
会
社
︶、斉
藤

進
︵
株
式
会
社
古
名
屋
︶
、
坂
本
完
︵
株
式
会
社

内
藤
ハ
ウ
ス
︶、坂
本
勉︵
株
式
会
社
坂
本
建
運
︶、

作
地
晴
夫︵
山
梨
商
運
株
式
会
社
︶、塩
沢
幸
男

︵
株
式
会
社
さ
ん
け
い
︶
、
白
木
龍
雄
︵
株
式
会

社
甲
信
不
二
フ
ー
ド
︶、白
倉
晴
三︵
株
式
会
社

内
藤
ハ
ウ
ス
︶、白
鳥
幸
一︵
都
留
貨
物
自
動
車

株
式
会
社
︶、杉
田
勇
雄︵
株
式
会
社
坂
本
建
運
︶、

曽
雌
正
幸︵
株
式
会
社
坂
本
建
運
︶、高
野
政
三

︵
株
式
会
社
高
野
塗
装
店
︶
、
高
橋
一
美
︵
株
式

会
社
坂
本
建
運
︶、田
草
川
豊︵
株
式
会
社
内
藤

ハ
ウ
ス
︶、武
井
勉︵
株
式
会
社
東
栄
︶、武
井
政

人
︵
株
式
会
社
東
栄
︶
、
田
辺
隆
︵
都
留
貨
物
自

動
車
株
式
会
社
︶、徳
井
登
美
路︵
株
式
会
社
東

栄
︶、永
井
昭
二︵
株
式
会
社
坂
本
建
運
︶、長
沢

健
二
︵
株
式
会
社
坂
本
建
運
︶
、
根
津
芳
夫
︵
山

梨
通
運
株
式
会
社
︶、原
喜
次︵
株
式
会
社
東
栄
︶、

平
井
喜
久
雄︵
有
限
会
社
平
井
塗
装
︶、平
賀
正

治
︵
株
式
会
社
中
部
︶
、
日
向
久
夫
︵
株
式
会
社

さ
ん
け
い
︶、広
瀬
敬
紀︵
山
梨
通
運
株
式
会
社
︶、

深
沢
健
市︵
も
み
じ
や
時
計
店
︶、古
沢
三
治︵
株

式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス
︶、古
屋
隆
治︵
株
式
会
社

秋
山
製
作
所
︶、保
坂
貞
男︵
株
式
会
社
内
藤
ハ

ウ
ス
︶、桝
形
公
夫︵
峡
北
陸
送
株
式
会
社
︶、宮

川
和
︵
山
梨
商
運
株
式
会
社
︶
、
村
松
公
紀
︵
有

限
会
社
山
縣
塗
装
店
︶、望
月
武
美︵
株
式
会
社

太
陽
社
︶、望
月
啓
代︵
よ
っ
ち
ゃ
ん
食
品
工
業

株
式
会
社
︶、山
寺
俊
一︵
株
式
会
社
甲
斐
延
︶、

山
村
章︵
株
式
会
社
正
直
堂
︶、山
本
由
紀
雄︵
株

式
会
社
丸
栄
︶、依
田
豊︵
甲
菱
運
輸
株
式
会
社
︶、

米
山
博
文︵
株
式
会
社
高
野
塗
装
店
︶、渡
辺
光

義︵
西
山
塗
装
株
式
会
社
︶

⑨
組
合
士
功
労
者
…
…
…
…
…
…
…
…
２
人

小
林
和
子
︵
山
梨
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協

同
組
合
︶、中
込
美
佐
子︵
山
梨
県
シ
ス
テ
ム
輸

送
協
同
組
合
︶　
　
　
　
　
　
　
　(

敬
称
略
）

創
立
50
周
年
記
念
表
彰
受
賞
者
名
簿

…
…
…
27
人
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山 形 正 喜 氏
山梨県美容業生活衛生同業組合 会長

小宮山 貞 夫 氏
山梨県中小企業団体中央会 理事
山梨県トラックターミナル協同組合 理事長

大 木 勝 志 氏
山梨県中小企業団体中央会 理事
協同組合山梨県流通センター 理事長

海 野 利 彦 氏
鰍沢町商業協同組合 理事長
山梨県商工会連合会 理事

　
政
府
は
、二
日
付
で
平
成
十
七
年
秋
の
褒
章
受
章
者
を
発
表
し
た
。山
梨
県
内
で
は
一
〇
名
が
受
章
さ
れ
、そ
の

内
、組
合
関
係
者
は
そ
の
道
一
筋
に
励
ん
で
き
た
人
を
対
象
と
す
る
黄
綬
褒
章
に
三
名
、公
共
の
利
益
に
貢
献
し
た

人
に
贈
ら
れ
る
藍
綬
褒
章
に
二
名
が
選
ば
れ
た
。

　
ま
た
、三
日
付
で
叙
勲
の
受
章
者
を
発
表
し
た
。山
梨
県
関
係
の
受
章
者
は
四
三
名
。そ
の
内
、組
合
関
係
者
は
功

績
の
内
容
に
着
目
し
、顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る
旭
日
小
綬
章
に
一
名
が
選
ば
れ
た
。　

栄
誉
栄
誉
秋
の
叙
勲
・
褒
章
・

秋
の
叙
勲
・
褒
章
・

組
合
関
係
者
六
名
が
受
章

組
合
関
係
者
六
名
が
受
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章
・

組
合
関
係
者
六
名
が
受
章

黄
綬
褒
章

須 

田 

盛 

幸 

氏

　長年にわたり自動車整備業に従事し、

自動車の安全性の確保や環境保全など

に尽力した。

黄
綬
褒
章

斉 

藤 

貞 

雄 

氏

60年余りにわたり宝石研磨加工に従事

し、独自の研磨技術を生み出し製品の品

質向上や後進技能者の育成に尽力した。

旭
日
小
綬
章

小 

林 

　 

隆 

氏

　長年にわたり、労働関係・経営者関係団体の

役員を歴任。県内企業の労働条件の改善や安

定した労使関係の実現などに貢献した。また、

高年齢者、障害者の安定雇用にも尽力した。

藍
綬
褒
章

橘 

　 

勝 

士 

氏

　40年以上にわたりワイン業に携わり、

県産ワインの製造や普及、振興など業界

の発展に尽力した。

藍
綬
褒
章

小
田
切 

常 

雄 

氏

　長年にわたり製材業に精励し、県産材

の利用拡大を図るなどの業界発展に尽

力した。

黄
綬
褒
章

名 

執 

和 

光 

氏

　長年にわたり自動車運送業に精励し、

地域に密着した会社経営を通して業界

の発展に尽力した。

●（社）山梨県バス協会　元会長
●（社）山梨県労働基準協会連合会　会長

●（社）山梨県トラック協会　元副会長 ●山梨県宝石研磨工業協同組合 相談役

●山梨県中小企業団体中央会　理事
●山梨県木材協同組合連合会　理事長

●山梨県自動車整備商工組合　副理事長
●（社）山梨県自動車整備振興会　副会長

●山梨県ワイン酒造協同組合　元理事長
●山梨県ワイン酒造組合　元会長

中小企業の厳しい状況を語る宮川睦武会長

　
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
他

の
中
小
企
業
三
団
体
︵
全
国
商
工
会

連
合
会
、
日
本
商
工
会
議
所
、
全
国
商

店
街
振
興
組
合
連
合
会
︶
は
合
同
で

十
一
月
二
十
一
日
都
内
の
ホ
テ
ル
に

お
い
て
経
済
産
業
省
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
、
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て

要
望
を
行
っ
た
。

　
経
済
産
業
省
か
ら
は
二
階
俊
博
経

済
産
業
大
臣
を
は
じ
め
西
野
あ
き

ら
、
松
あ
き
ら
の
両
副
大
臣
、
片
山

さ
つ
き
、小
林
温
の
両
大
臣
政
務
官
、

事
務
次
官
の
杉
山
秀
二
、
中
小
企
業

長
長
官
望
月
晴
文
の
各
氏
と
同
省

幹
部
職
員
が
出
席
し
た
。

　
全
中
の
副
会
長
と
し
て
参
加
し

た
宮
川
会
長
は
、
石
油
の
高
騰
問
題

に
触
れ
、
特
に
小
規
模
運
輸
業
の
苦

境
を
説
明
し
、
国
土
交
通
省
と
連
携

し
た
緊
急
対
策
を
求
め
た
。
こ
れ
に

対
し
二
階
大
臣
は
、﹁
厳
し
い
状
況

は
理
解
し
て
い
る
の
で
早
急
に
対

策
を
検
討
す
る
﹂
と
述
べ
た
。

要望に答える二階大臣　右が西野と左が松副大臣

中
小
企
業
四
団
体
が
懇
談
会
開
催

宮
川
会
長
が

宮
川
会
長
が

二
階
経
済
産
業
大
臣
に
要
望

二
階
経
済
産
業
大
臣
に
要
望

宮
川
会
長
が

二
階
経
済
産
業
大
臣
に
要
望

井 上  勝 次 氏
山梨県中小企業団体中央会 理事
山梨県山砕石事業協同組合 理事長

　
山
梨
県
は
、平
成
十
七
年
度
の
県
政
功
績
者

五
四
人
と
一
団
体
を
十
七
日
付
で
発
表
し
た
。

産
業
分
野
は
一
二
人
、組
合
関
係
者
で
は
五
名

が
栄
え
あ
る
受
章
を
受
け
た
。

県
政
功
績
者
・
組
合
関
係
者

五
名
が
受
章

全国中小企業団体中央会の要望項目
１．中小企業対策・中小企業連携組織対策の充実・強化を！

２．商工中金等政府系中小企業金融機関の機能と役割の維持・強化を！

３．まちづくり三法の抜本的改正による新たな枠組みの構築を！

４．景気・経営環境に配慮した税制の見直しと中小企業関係税制等の充実・強化を！

５．サポーティングインダストリーたる中小製造業への支援を！
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中央会会員の
皆さまへ
耳より情報!

共 済 ア ラ カ ル ト

　調査対象の50業界のDI値は、製造業は前月大幅に回復した反動からか、「業界の
景況」、「売上高」、「収益状況」とも悪化した。非製造業は、前月に引き続き、「売上高」、
「収益状況」とも回復、「業界の景況」も回復した。全体としては、「業界の景況」、「売上
高」がやや回復、「収益状況」が横ばいであった。
　しかし、全産業にわたり、景気回復への確かな手応えが感じられずに、先行き不透
明と回答する声が多い。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成17年 10月分）

従業員災害補償プラン新制度のご案内
　新制度は山梨県中小企業団体中央会が契約者となる団体傷害保険です。貴
組合の従業員の方々を補償する傷害保険を採用いたしました。団体割引15％
が適用される制度ですのでご検討下さい。
※団体割引はご加入いただいた被保険者の人数に従って決定されるため、募集の結果上
記と異なる保険金額に変更される場合があります。

業
界
の
声

業
界
の
声

情
報
連
絡
員
の

情

報

連

絡

員

情
銀
座
通
り
商
店
街
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
長
坂
善
雄

　

 雄 

氏

 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
江
戸
家
代
表
︶

●いつでも加入できますのでお気軽にご相談下さい！
●保険制度の内容については、別途案内する募集パンフレットやチラシをご覧ください。ご不明な点は引受保険
会社の三井住友海上火災保険㈱に問い合わせ願います。

災害補償
プラン 全額損金

処理可能

団体割引

15％
適用

政府労災認定を

待たずに
保険金支払い３つの

メリット!

相談窓口

山梨県中小企業団体中央会　
担当s組沢正文　TEL.055-237-3215

問い合わせ窓口

三井住友海上火災保険㈱　山梨支店　甲府支社
担当s牧野広志　TEL.055-228-4331

□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
／
洋
菓
子
関
連
は
、
新

製
品
の
投
入
、
新
規
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の

開
拓
等
で
前
年
比
増
の
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
ア
ー
モ
ン
ド
類
、
砂
糖
な
ど
の

原
材
料
、
包
装
資
材
の
高
騰
が
収
益
を

圧
迫
。
水
産
物
加
工
は
、
お
せ
ち
料
理

の
前
倒
し
需
要
が
あ
り
、
微
増
の
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
前
年
比

横
ば
い
で
あ
り
、
歳
暮
商
戦
の
先
行
き

も
不
透
明
。
麺
類
製
造
は
、
気
温
が
平

年
よ
り
高
い
た
め
、
主
力
製
品
の
ほ
う

と
う
の
売
れ
行
き
が
良
く
な
い
。
加
え

て
、
原
油
高
に
伴
う
燃
料
な
ど
の
製
造

コ
ス
ト
の
高
騰
が
収
益
を
圧
迫
。
ワ
イ

ン
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
新
酒
の
仕
上

が
り
が
よ
く
、
微
増
傾
向
で
あ
る
が
、

確
か
な
上
昇
気
配
の
判
断
は
で
き
な
い
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
ネ
ク
タ
イ
は
、
ク

ー
ル
ビ
ズ
な
ど
の
影
響
で
ラ
フ
な
ス

タ
イ
ル
が
一
般
的
と
な
り
、
秋
冬
物
も

厳
し
い
予
測
。
既
成
服
製
造
は
、
依
然

と
し
て
、先
行
き
が
不
透
明
。

●
木
材
木
製
品
／
木
材
の
販
売
量
は
、

流
通
・
製
造
部
門
と
も
増
加
し
た
が
、

売
上
高
は
不
変
。
製
造
部
門
の
仕
入
量

は
増
加
。
杉
・
檜
の
素
材
価
格
が
需
要

期
へ
の
期
待
と
品
薄
感
か
ら
、
販
売
価

格
が
若
干
高
騰
。
家
具
製
造
は
、
中
央

と
地
方
、
大
企
業
と
中
小
企
業
、
黒
字

企
業
と
赤
字
企
業
の
格
差
が
拡
大
し
、

二
極
化
が
ま
す
ま
す
進
行
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
出
荷
量
は
、
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
物

件
に
加
え
、
公
共
物
件
が
増
加
し
、
売

上
高
が
大
幅
増
で
あ
り
、今

後
の
公
共
土
木
物
件
の
受

注
に
期
待
。
砂
利
販
売
は
、

河
川
砂
利
︵
原
石
︶
の
価
格

が
高
く
、
収
益
を
圧
迫
。
採

取
価
格
の
引
き
下
げ
、骨
材

販
売
価
格
の
値
上
げ
が
実

現
し
な
い
と
特
定
砂
利
採
取
事
業
の

存
続
が
困
難
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
水
産
物
は
、
包
装
資
材
等

の
高
騰
に
よ
り
、
販
売
価
格
の
値
上
げ

の
必
要
が
あ
る
た
め
、
消
費
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
食
肉
小
売
は
、
米
国

産
牛
の
輸
入
再
開
の
め
ど
が
立
ち
、
仕

入
を
控
え
て
い
る
状
況
。
国
産
ブ
ラ
ン

ド
牛
は
、
品
薄
の
た
め
に
価
格
が
高
値

安
定
。
家
電
は
、
エ
ア
コ
ン
が
依
然
好

調
で
、白
物
家
電
も
順
調
に
推
移
。ま
た
、

映
像
関
連
製
品
の
販
売
台
数
は
大
幅

増
で
あ
る
が
、
価
格
が
下
落
し
て
お
り

収
益
の
確
保
が
困
難
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
は
、
元
売
り
各
社
が
若
干
値
上
げ

し
た
が
、
小
売
価
格
は
据
え
置
い
た
。

中
国
等
の
旺
盛
な
需
要
が
続
い
て
お
り
、

小
売
価
格
は
現
状
で
推
移
す
る
と
予
測
。

自
動
車
販
売
は
、
収
益
性
の
高
い
新
車

販
売
が
好
調
で
売
上
高
も
上
昇
気
配
。

●
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ
テ
ル
・
旅
館
は
、

秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
観
光
会

社
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
売
上

を
伸
ば
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

全
体
と
し
て
は
横
ば
い
。
自
動
車
整
備

は
、
小
型
車
の
車
検
が
多
く
、
整
備
料

金
の
低
下
に
伴
い
、売
上
高
が
減
少
。

●
建
設
業
／
建
設

業
界
は
、官
公
庁
の

設
計
単
価
が
切
り

下
げ
ら
れ
る
傾
向

に
あ
り
、受
注
単
価

が
下
が
り
、設
計
単

価
が
下
が
る
と
い

う
悪
循
環
に
陥
っ
て
お
り
、
業
況
が
さ

ら
に
悪
化
。
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
工
事
が
多
く
、
型

枠
工
事
、
鉄
筋
工
事
な
ど
の
職
人
が
不

足
し
、
職
人
確
保
の
た
め
に
人
件
費
が

増
加
し
て
い
る
が
、
受
注
単
価
が
ア
ッ

プ
し
な
い
た
め
、
経
営
が
厳
し
い
。
鉄

構
工
事
は
、
物
件
数
が
減
少
し
、
規
模

も
小
型
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
の

鋼
材
価
格
値
上
げ
の
影
響
で
鉄
骨
コ

ン
ク
リ
ー
ト
増
が
減
少
し
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
増
が
増
加
。
管
工
事
は
、
請

負
工
事
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
売
上

高
が
減
少
。
材
料
費
が
原
油
価
格
の
影

響
に
よ
り
高
騰
し
て
お
り
、
収
益
の
確

保
が
困
難
。

●
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー
業
界
は
、
自
家

用
車
利
用
の
観
光
客
が
多
く
、
タ
ク
シ

ー
利
用
が
少
な
い
た
め
、
好
転
の
兆
し

が
見
え
な
い
。
バ
ス
業
界
は
、
秋
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
の
予
約
が
若
干
少
な
い
。

加
え
て
燃
料
コ
ス
ト
が
収
益
を
圧
迫
。

中
小
の
ト
ラ
ッ
ク
業
者
は
、
燃
料
費
が

一
年
半
の
間
に
約
二
〇
円
値
上
が
り
し
、

燃
料
コ
ス
ト
増
に
な
っ
た
が
、
運
賃
へ

の
転
嫁
が
で
き
な
い
た
め
、
経
営
維
持

が
限
界
ま
で
き
て
い
る
。

  

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

  

　
国
で
は
、景
気
に
明
る
さ
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、甲
府
中
心
商
店
街
は
、市

街
地
の
空
洞
化
や
様
々
な
要
因
が
重
な
り
厳
し
い
経
営
環
境
に
さ
ら
さ
れ
、未
だ
景
気

回
復
の
実
感
は
な
い
で
す
。

　
ま
た
、依
然
と
し
て
続
く
原
油
価
格
の
高
騰
に
加
え
、今
年
度
後
半
に
か
け
て
社
会
保

険
料
の
引
き
上
げ
や
定
率
減
税
の
縮
減
な
ど
個
人
消
費
を
冷
や
し
か
ね
な
い
施
策
が
続

く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、先
行
き
に
対
し
て
の
警
戒
感
は
依
然
根
強
い
と
思
い
ま
す
。

　
商
店
街
が
担
っ
て
き
た
伝
統･

文
化
を
継
承
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
核
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、商
店
街
が
元
気
を
取
り
戻
し
、活
性
化
す
る
こ
と
が
急
務

な
課
題
で
す
。こ
の
た
め
に
は
、商
業
者
・
商
店
街
と
し
て
個
店
の
魅
力
ア
ッ
プ
な
ど
の

た
め
の
自
助
努
力
が
必
要
で
す
。

  

組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は

組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は

  
？？
はは

　
組
合
で
は
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、人
が
出
会
い
感
動
し
、交
流
す
る
場
と
し
て
、月
に
一

回
、第
二
土
曜
日
は
街
路
で
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、季
節
毎

に
イ
ベ
ン
ト
を
絶
や
さ
ず
実
施
し
て
い
ま
す
。六
月
に
は﹁
中
心
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
活
性
化
事
業
﹂の
補
助
を
活
用
し
、空
店
舗
を
利
用
し
た
高
齢
者
支
援
と
子
育
て

支
援
の
二
つ
の
役
割
を
両
立
し
た
施
設﹁
銀
座
街
の
駅
﹂が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。一
階

は
高
齢
者
の
た
め
の
相
談
室﹁
安
心
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹂で
、生
活
支
援
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
る
他
、福
祉
・
介
護
用
品
や
健
康
器
具
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
、健
康
教
室
な
ど
も
企

画
し
て
い
ま
す
。二
階
は
子
育
て
支
援﹁
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
・
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
﹂で
、幼
児
の

一
時
預
か
り
や
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
に
は
、県
内
に
映
画
な
ど
の
ロ
ケ
を
誘

致
す
る
県
の﹁
富
士
の
国
や
ま
な
し
フ
ィ
ル
ム
・

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹂が
昨
年
発
足
し
た
こ
と
な
ど

を
機
に
、映
画
を
切
り
口
に
商
店
街
が
連
携
し

て﹁
や
ま
な
し
映
画
祭
in
甲
府
﹂を
開
催
し
ま

し
た
。商
店
街
で
は
一
五
店
舗
の
店
頭
に﹁
ゴ

ジ
ラ
﹂シ
リ
ー
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
を
飾
り
、商
店

街
を
映
画
ム
ー
ド
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供

す
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
少
子
高
齢
化
社

会
に
対
応
す
る
と
同
時
に
、
中
心
商
店
街
の

活
性
化
に
繋
げ
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
時
代
の
変
化
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な

く
新
し
い
商
店
街
の
姿
を
模
索
し
、魅
力
あ
る
・

活
気
の
あ
る
街
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

銀座通り商店街
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

中
国
人
研
修
生
の

受
入
事
業
第
二
期
生
ス
タ
ー
ト

安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
を
目
ざ
し
て
！

「
こ
ど
も
・
女
性
を
守
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
指
定
管
理
者
に
内
定

山梨県アパレル工業組合

山梨県造園建設業協同組合

山梨県石油協同組合TOPIX

TOPIX

TOPIX

　
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合︵
川

手
正
紀
理
事
長
︶は
、昨
年
十
一
月

に
続
き
﹃
外
国
人
研
修
生
共
同
受

入
事
業
﹄と
し
て
、第
二
期
生
の
受

け
入
れ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
第

二
期
生
と
な
る
今
回
は
、
中
国
江

蘇
省
か
ら
の
研
修
生
一
五
名
が
来

日
、
組
合
企
業
五
社
に
分
け
ら
れ

︵
三
名
ず
つ
︶研
修
を
行
う
。

　
今
回
、
十
一
月
四
日
に
甲
府
市

﹁
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
﹂で
行
わ

れ
た
開
講
式
で
は
、
研
修
生
の
一

五
名
の
紹
介
や
、
（財）
国
際
研
修
協

力
機
構
の
小
泉
美
喜
雄
氏
か
ら
研

修
生
、
受
け
入
れ
企
業
に
対
し
て
の
注
意
事
項
な
ど
の
説
明
が

行
わ
れ
座
学
研
修
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
研
修
生
は
日
常
生
活
や
技
術
研
修
に
必
要
な
日
本
語
会
話

の
習
得
を
中
心
に
、
日
本
の
生
活
慣
習
、
健
康
管
理
、
日
本
の
法

律
や
安
全
な
ど
を
集
合
研
修
で
学
ん
だ
後
、
五
ヶ
所
の
組
合
員

企
業
で
縫
製
技
術
の
習
得
を
行
い
、
来
年
十
一
月
の
技
能
検
定

合
格
後
は
二
年
間
の
技
能
実
習
生
と
し
て
就
労
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
開
講
式
の
中
で
、
研
修
生
に
対
し
て
川
手
理
事
長
を
始
め
県

や
受
け
入
れ
企
業
側

か
ら
﹁
一
日
も
早
く

日
本
の
週
間
に
慣
れ
、

常
に
笑
顔
で
有
意
義

な
研
修
生
活
を
送
り
、

三
年
後
に
は
日
本
で

学
ん
だ
縫
製
の
技
術

を
中
国
に
持
ち
帰
っ

て
活
か
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
﹂
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
送
ら
れ
た
。

研
修
生
一
五
名
も
こ

れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
日
本
で
の
研
修
生

活
に
対
し
て
、
し
っ

か
り
と
し
た
日
本
語

で
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負

を
語
っ
た
。

　
山
梨
県
石
油
協
同
組

合
︵
輿
石
保
理
事
長
︶
は
、

去
る
十
月
二
十
五
日
、

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
甲
府
に

て
山
梨
県
警
察
と
の
間

で
﹃
か
け
こ
み
一
一
〇

番
連
絡
所
﹄
の
申
し
合

わ
せ
調
印
式
及
び
発
足

式
を
行
っ
た
。﹃
か
け
こ

み
一
一
〇
番
連
絡
所
﹄

の
社
会
貢
献
活
動
の
運

動
は
、
昨
今
多
発
す
る

子
供
や
女
性
な
ど
を
狙

っ
た
犯
罪
で
社
会
不
安

が
増
大
し
て
い
る
中
、

県
内
組
合
員
給
油
所
︵
約
四
六
〇
ヶ
所
︶
が
防
犯
拠
点
と
し
て

協
力
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
。
往
来
の
多
い
公
道
に
面
し
、

夜
間
で
も
明
る
い
場
所
と
い
う
給
油
所
の
特
性
を
活
か
し
て
、

子
供
や
女
性
等
が
緊
急
時
に
駆
け
込
め
る
拠
点
と
し
て
警
察

と
相
互
連
携
を
図
り
、
犯
罪
の
未
然
防
止
、
犯
罪
等
発
生
時
の

早
期
通
報
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
。

　
式
典
に
は
、
組
合
関
係
者
及
び
警
察
、
消
防
、
教
育
委
員
会
等

関
係
各
機
関
が
参
加
し
、
輿
石
理
事
長
と
長
田
富
士
夫
山
梨
県

警
察
本
部
生
活
安
全
部
長
が
申
し
合
わ
せ
書
に
調
印
し
、
輿
石

理
事
長
は
﹁
安
心
、
安
全
な
地
域
社
会
を
目
ざ
し
て
各
機
関
と

協
力
し
て
い
こ
う
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
最
後
に
当
組
合
の
社

会
貢
献
活
動
実
施
委
員
会
委

員
長
中
込
徹
副
理
事
長
が
代

表
し
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

　
今
後
は
、
各
給
油
所
で
利
用

者
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な

ど
連
絡
所
の
周
知
徹
底
を
図

り
つ
つ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。﹁
困
っ
た
時
は
、
お
近

く
の
か
け
こ
み
一
一
〇
番
連

絡
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
駆
け
込
ん
で
│
。﹂

　
※
ポ
ス
タ
ー
は

　
　
本
号
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
掲
載
。

研修における注意事項が説明された

組合と警察の調印式

組合の代表による決意表明

　
平
成
十
五
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、﹁
指
定
管
理
者

制
度
﹂が
導
入
さ
れ
、地
方
自
治
体
が
所
有
す
る
公
的
施
設
は
平

成
十
八
年
九
月
ま
で
に
民
間
組
織
に
よ
る
管
理
者
に
選
ぶ
か
地

方
公
共
団
体
が
直
営
す
る
か
を
決
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
山
梨
県
の
所
有
す
る
四
三
施
設
の
内
三
〇
施
設
に
つ
い
て
本

年
五
月
に
指
定
管
理
者
の
公
募
が
あ
り
、
山
梨
県
造
園
建
設
業

協
同
組
合︵
辻
宏
三
理
事
長
　
組
合
員
三
五
社
︶が
甲
斐
市
篠
原

に
あ
る﹁
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
﹂の
指
定
管
理
者
と
し
て
来
年

四
月
よ
り
管
理
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
組
合
が
単

独
で
山
梨
県
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
指
定
さ
れ
た
の
は
山
梨

県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
が
最
初
と
な
っ
た
。

　
こ
の
緑
化
セ
ン
タ
ー
は
、
山
梨
県
内
の
緑
化
推
進
の
た
め
の

様
々
な
普
及
啓
蒙
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
。
組
合
で
は
こ
れ

ま
で
同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
た
緑
の
教
室
事
業
・
子
供
樹

木
博
士
認
定
事
業
・
緑
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
な
ど
の
他
に
、

組
合
と
し
て
植
木
ま
つ
り
・
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
・
盆
栽

展
・
蘭
展
・
山
野
草
展
・
菊
展
な
ど
を
自
主
開
催
し
、あ
わ
せ
て
土

日
も
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
施
設
の
利
用
度
と
集
客
力
を

高
め
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　
開
園
時
間
を
延
長
さ
せ
集
客
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
集
客
を
図
り

な
が
ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
さ

は
あ
る
が
、
組
合
の
共
同
受
注
事
業
の
規
模
が
拡
大
し
な
い
中

で
、
今
回
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
業
務
は
組
合
事
業
の
新

た
な
核
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
辻
理
事
長
は
、﹁
応
募
の
あ
た
っ
て
の
中
央
会
の
協
力
に
感
謝

し
た
い
。
公
募
開
始
か
ら
締
切
ま
で
の
短
い
期
間
で
組
合
と
し

て
の
方
針
を
決
定
し
、
組
合
員

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が

ら
応
募
書
類
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
大
変
で
あ
っ
た
﹂
と
感

想
を
述
べ
た
。
ま
た
、﹁
指
定
管

理
者
と
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
組
合
と
し
て
簡
単
に
利
益

が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
指
定

管
理
者
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
、
組
合
員
が
市
町
村

の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
応

募
す
る
際
の
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
﹂
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
た
。

これまで組合と協会が主催してきた植木まつり

熱心に聞き入る研修生たち
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組合事務局 Hello!Hello!

山梨県山砕石事業協同組合最近開発が進んでいる昭和町西条に最近開発が進んでいる昭和町西条に
事務所を構える山梨県山砕石事業協同組合。事務所を構える山梨県山砕石事業協同組合。
組合員組合員1515社と山梨県とのパイプ役となり社と山梨県とのパイプ役となり
砕石業界を支えている組合である。砕石業界を支えている組合である。
今回は事務局の石原専務、田中さん、お二人にお話を伺いました。今回は事務局の石原専務、田中さん、お二人にお話を伺いました。

最近開発が進んでいる昭和町西条に
事務所を構える山梨県山砕石事業協同組合。
組合員15社と山梨県とのパイプ役となり
砕石業界を支えている組合である。
今回は事務局の石原専務、田中さん、お二人にお話を伺いました。

設立／昭和57年11月29日

所在地／中巨摩郡昭和町西条5279

理事長／井上勝次

組合員数／15人　出資金／332,800千円　職員数／2人

TEL／055-240-7311　FAX／055-240-7312

Hello!

事務局　専務理事：石原忠明さん
　　　　事務局員：田中千春さん

　
　
組
合
の
活
動
は
？

　
組
合
員
一
五
社
と
県
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
三
な
い
し
五
年
の

県
の
採
石
許
認
可
︵
森
林
法
で
の
許
可
︶
に
対
し
て
組

合
保
証
を
出
し
て
い
る
。認
可
で
は
組
合
員
が
事
業
を

辞
め
た
場
合
二
年
間
の
整
備
を
義
務
づ
け
て
い
る
た

め
、組
合
員
が
や
れ
な
い
場
合
は
組
合
員
が
差
し
入
れ

て
い
る
保
証
金
で
組
合
が
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
砕
石
事
業
に
関
す
る
研
修
や
先
進
事
業
所
の
視

察
、パ
ト
ロ
ー
ル︵
組
合
内
に
委
員
会
を
設
置
︶を
行
っ

て
い
る
。
各
現
場
に
は
技
術
者
︵
採
石
業
務
管
理
者
＝

国
家
資
格
︶を
一
人
常
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

砂
利
、庭
石
、石
材
な
ど
関
係
組
合
を
集
め
て
、有
資
格

者
の
技
能
向
上
の
た
め
の
教
育
講
習
会
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
 

　
　
い
ま
す
か
？

　
研
修
や
講
習
会
の
計
画
。緑
化
の
た
め
の
保
証
金
の

管
理
。県
へ
の
要
請
や
県
か
ら
の
情
報
収
集
な
ど
の
調

整
窓
口
。ま
た
毎
月
一
回
理
事
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
事
務
局
と
し
て
心
が
け
て
い
る

　
　
こ
と
は
？

　
出
来
る
だ
け
組
合
員
が
事
務
局
へ
入
り
や
す
い
よ

う
に
、ま
た
何
で
も
話
し
て
頂
け
る
よ
う
に
事
務
局
の

雰
囲
気
・
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？


会
合
の
場
や
評
判
な
ど
で﹁
山
梨
の
現
場
は
特
に
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
、環
境
配
慮
も
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い

る
。
﹂
と
い
う
他
県
業
者
の
高
評
価
が
多
く
聞
か
れ
る

こ
と
で
す
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？


不
景
気
で
公
共
工
事
や
出
荷
量
の
減
少
、原
油
価
格

の
高
騰
を
受
け
組
合
員
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
今
後
ど
う
や
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
か
、
継
続
さ

せ
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

　
　
趣
味
は
？



石
原
専
務
↓
最
近
は
忙
し
く
な
か
な
か
行
け
ま
せ

ん
が
、月
二
回
の
ゴ
ル
フ
で
す
。



田
中
さ
ん
↓
こ
れ
か
ら
の
季
節
の
楽
し
み
は
ス
キ

ー
で
す
。私
は﹁
テ
レ
マ
ー
ク
ス
キ
ー
﹂の
愛
好
家
で
す
。

　
　
組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　
仕
事
上
重
機
を
利
用
し
て
い
る
の
で
地
震
・
災
害

時
に
は
地
域
、
行
政
と
の
連
携
で
協
力
で
き
る
と
思

い
ま
す
。ま
た
、事
業
の
性
格
上
、組
合
員
は
環
境
に
対

す
る
取
り
組
み
に
特
に
関
心
を
持
ち
、
採
石
現
場
の

緑
化
・
保
全
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。採
石
現
場
整
備
・

自
然
保
全
・
緑
化
の
先
進
県
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
環

境
配
慮
、
砕
石
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

QQQQQQQ

県とのパイプ役として県とのパイプ役として
組合員からの厚い信頼組合員からの厚い信頼
県とのパイプ役として
組合員からの厚い信頼

Q

A

本組合の事業年度は、９月から８月
までですが、本組合において、本年
２月に法定脱退した者が７月に再
び加入してきた。利用分量配当は、
脱退前の部分についてはこれをす
る必要があるかないか？
　

　事業協同組合の剰余金の配当は、法第
59条第２項の規定により利用分量配当
の配当基準となる組合事業の利用分量
の算定は、この配当が手数料、使用料等
の過徴額の割戻し的な性格をもつもの
ですから、各組合員が当該事業年度内に
おいて納付した手数料、使用料等の額、
又は共同事業の利用数量によって行わ
れるのが適当であり、単に当該事業年度
の組合員期間等で利用分量を算定する
ことは適当でないと考えます。 
　したがって、設問の９月から２月まで
の利用数量等を利用分量配当の算定基
準から除外することは不適当であると
考えます。  

中途脱退者に対する

利用分量配当
について 

第19回 活力ある職場づくり推進運動
山梨県大会を開催

優
良
団
体
・
功
労
者
な
ど

二
九
人
を
表
彰

　
十
一
月
二
十
九
日
甲
府
市
朝
気

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
甲
府
︵
厚
生
年
金
会

館
︶
に
お
い
て
第
一
九
回
活
力
あ
る

職
場
づ
く
り
推
進
運
動
山
梨
県
大

会︵
主
催

山
梨
県
中
小
企
業
労
務
改

善
団
体
連
合
会
・
共
催

山
梨
県
・
後

援

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
︶

が
開
催
さ
れ
、
中
小
企
業
の
人
事
・

労
務
管
理
の
改
善
、
福

祉
の
向
上
に
積
極
的
に

取
り
組
む
協
議
会
・
団

体
功
労
者
・
優
良
従
業

員
に
対
し
て
表
彰
を
行

っ
た
。

　
式
典
で
は
、
知
事
表

彰
団
体
功
労
者
表
彰
五

名
、
中
小
企
業
団
体
中

央
会
会
長

表
彰
優
良

団
体
一
団
体
、
団
体
功

労
者
表
彰
七
名
、
労
務

改
善
団
体
連
合
会
会
長

表
彰
団
体
功
労
者
一
三

名
、優
良
従
業
員

表
彰

三
名
に
賞
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
山
梨
県
自

動
車
整
備
労
務
改
善
協

議
会
の
清
水
富
雄
氏
が
謝
辞
を
述

べ
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
、
記
念
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
オ
フ
ィ
ス
に
し
む

ら
代
表
西
村
秀
幸
氏
が
﹁
優
良
企
業

の
人
材
育
成
術
を
学
ぶ
﹂
〜
有
名
企

業
の
社
員
活
性
術
と
は
〜
を
テ
ー

マ
に
約
一
時
間
三
十
分
の
講
演
を

行
い
、
先
進
的
企
業
の
従
業
員
教
育

の
特
色
と
重
要
性
に
つ
い
て
事
例

を
交
え
な
が
ら
語
っ
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
毎
年
十
一
月
を
活

力
あ
る
職
場
づ
く
り
推
進
運
動
月

間
と
し
、
中
小
企
業
へ
各
種
労
働
施

策
の
活
用
促
進
と
、
人
事
・
労
務
管

理
改
善
の
気
運
の
向
上
を
図
り
、
従

業
員
に
と
っ
て
働
き
が
い
を
感
じ

る
活
力
と
魅
力
の
あ
る
職
場
環
境

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
労
務

改
善
活
動
に
尽
力
し
た
優
良
団
体
、

功
労
者
、
優
良
従
業
員
を
表
彰
す
る

も
の
で
あ
る
。

主催者あいさつを述べる大宮山会長

講演を聞きいる参加者
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MEET THE 理事長

Studyroom

身延駅前しょうにん通り商業協同組合
〒409-2412 南巨摩郡身延町角打3099
TEL0556-62-2628　FAX0556-62-2628

身延駅前しょうにん通り商業協同組合

　　理事長　望月良廣

事業融資・４つの方法

店
舗
外
観

　会社にとって年末は何かと事業資金が必要となってくる時期です。自己
財源が潤沢な会社は別として、多くの会社ではこの時期に資金対策として
融資を申し込みます。融資の成立内容は金融機関側・会社側の条件等から一
様ではありません。そこで、今回は金融機関の立場で融資について見てみま
す。金融機関側にとってリスクが少ない融資は、企業側にとって不利な融資
となります。逆に企業側にとって有利な融資は、金融機関側ではリスクが大
きい融資となります。融資を受ける際にはこのバランスを見ながら検討を
進めていく必要があります。

４つの事業融資
　事業融資は大きく、証書貸付・手形貸付・当座貸越・商業手形割引の4つの種類に

分けられます。証書貸付は長期融資の場合の融資方法であり、「金銭消費貸借契約

書」に署名捺印することによってお金を借りることができます。手形貸付は短期

融資の場合の方法で、借入用の手形を金融機関に差し入れてお金を借りることが

できます。当座貸越は、専用当座貸越、一般当座貸越の２つの種類があります。商

業手形割引では、企業が持っている受取手形を、金融機関が買い取ることによって、

資金を調達することができます。

金融機関の好む融資方法
　金融機関の好む融資方法の順序は、①商業手形割引→②手形貸付→③証書貸付

→④当座貸越です。見てわかるとおり金融機関にとってリスクが少ない順となっ

ています。

　商業手形割引は受取手形の支払期日が来たときに金融機関は手形の振出人に

取立することによってお金を回収できるので、商業手形割引をした企業からの返

済がなくても済む、つまりその企業が資金繰りに困って返済できなくても受取手

形の取立てにより資金を回収できます。

　手形貸付は短期融資（返済が１年以内）なので、長期融資（返済が１年超）である

証書貸付より安全性が高く（お金を貸している期間が長いほどお金が返ってこな

い可能性は高い）、手形貸付の方が証書貸付より好まれます。

　当座貸越は契約している間は企業の裁量で借りられるため、企業の状態が悪化

し、融資サイドが返済を願っても、あくまで企業が返す意思を持たないとお金は

返ってこないので、金融機関にとって一番いやな融資方法となります。手形貸付、

証書貸付では決められた返済日があり、金融機関は必ずお金を返してもらうこと

はできるのですが、当座貸越にはそのようなとりきめはありません。

証 書 貸 付
　証書貸付は、一番利用されることが多い融資方法で、お金を借りるときに「金銭

消費貸借契約書」という書類に借入金額、金利、期間、返済方法などを記入し、会社

の署名判・実印を押し、連帯保証人の署名・捺印をした上で金融機関に差し入れる

と、お金を借りることができるというものです。主に、長期資金を借入するときに

使われる方法です。金融機関にとっては長期間の融資になるのでリスクが高く、

なかなか審査が通らないのが実態です。

手 形 貸 付
　手形貸付とは、借入用の手形を金融機関に差入れ、お金を借りるという方法で、

主に１年以内の短期資金を借入するときに利用されます。運転資金・決算・賞与資

金などは、原則は短期資金で借入れるので、手形貸付の方法がよく利用されます。

企業としては、「金融機関取引約定書」を金融機関に差入れておけば、証書貸付の

ように保証人の署名捺印と印鑑証明書を求められることがなく、手形に会社の署

名判と捺印をすればすぐに借入することができるので、手続きはとても簡単です。

金融機関としても、長期資金より短期資金の方が返済期間は短いため、貸し倒れ

リスクが少なく、取り組みやすい融資方法です。

当 座 貸 越
　当座貸越とは、融資の限度額（極度）を設定し、その極度までは自由に資金を借

りたり返したりできる融資方法で、専用当座貸越・一般当座貸越の２つの方法が

あります。専用当座貸越は貸越伝票または専用のキャッシュカードにより、自由

に資金を借り、また自由に返済することができる方法です。一般当座貸越は当座

預金と連動して当座預金の残高が不足した場合に自動的に貸越となります。二つ

の方法の違いは、当座預金と連動しているか、否かです。当座貸越は、金融機関と

契約していなければ融資を受けることはできません。当座貸越は、金融機関融資

の中で一番難関な融資方法だと言われています。なぜなら、証書貸付や手形貸付

のように決まった返済日がなく、借りっぱなしということができるからです。

商業手形割引
　商業手形割引は企業が得意先に売上を上げ、その代金決済方法として取得した

受取手形を金融機関が買い取って企業が資金を受け取ることにより成立します。

商業手形割引は貸借対照表の借入金にならないため、決算書の財務内容の改善に

効果があり、また割引した金融機関がその手形を期日に取立てすることによって

決済となるため返済の必要はなく、また金融機関側も、商業手形割引は買い取っ

た手形の取立てにより資金を返済してもらうことができるため、普通の融資より

リスクが少なく、実行しやすい取引です。

　
今
月
の「
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
理
事
長
」は
、身
延
駅

前
し
ょ
う
に
ん
通
り
商
業
協
同
組
合
の
望
月
良
廣
理
事
長

に
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て

　
父
親
の
代
か
ら
電
気
販
売
店
を
営
ん
で
い
た
た
め
、
そ

の
ま
ま
自
然
に
電
気
関
係
の
専
門
学
校
を
出
て
店
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。元
々
こ
の
地
域
に
は
電
気
屋
さ
ん
が
多
く
、

店
を
引
き
継
い
だ
当
初
は
十
数
件
の
お
店
が
あ
り
ま
し
た

が
、
後
継
者
が
な
く
お
店
を
た
た
ん
で
し
ま
っ
た
り
地
域

か
ら
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
で
現
在
は
七
店
舗
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

●
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て

　
お
年
寄
り
が
多
い
地
域
な
の
で
、
地
域
の
方
へ
の
気
配

り
な
ど
を
は
じ
め
、
少
し
で
も
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
の
が
地
域
の
方
と
の
親
睦
活
動
で
、
東

京
で
行
わ
れ
る
展
示
会
に
合
わ
せ
親
睦
旅
行
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
始
め
て
三
年
目
に
な
り
ま
す

が
、平
成
十
六
年
度
に
は
液
晶
テ
レ
ビ
の
売
上
が
、県
内
の

系
列
店
の
中
で
は
第
一
位
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
第
六
位

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
と
の
信
頼
関
係
の
中
か
ら
得
た
成

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
息
子
も
お
店
を
継
い
で
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
方
々
が﹁
安
心
﹂で
き
る
よ
う
な
営
業
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
活
動
及
び
理
事
長
と
し
て
の
抱
負
に
つ
い
て

　
今
年
度
か
ら
組
合
の
理
事
長
を
受
け
ま
し
た
。
組
合
の

青
年
部
が
そ
の
ま
ま
執
行
部
に
移
行
し
た
よ
う
な
形
で
平

均
年
齢
も
一
気
に
一
〇
歳
若
返
り
ま
し
た
。ま
ず
は
、い
き

な
り
難
し
い
こ
と
を
や
る
よ
り
も
、
初
歩
的
な
こ
と
を
大

切
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
商

店
街
が
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
る
よ
う
で
は
ダ
メ
で
、
ま
ず
は

商
人
小
判
を
復
活
さ
せ
、
組
合
と
し
て
積
極
的
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
と
は
、と
に
か
く
お
客
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い
て
、こ

こ
で
買
い
物
を
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
商
店
街
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
趣
味
、余
暇
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

　
仕
事
が
ら
パ
ソ
コ
ン
が
趣
味
で
、
専
門
学
校
時
代
の
仲

間
と
よ
く
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
ビ
デ
オ
撮
影
や
編
集
す
る
も
の
好
き
で
空
い
た
時

間
が
あ
れ
ば
よ
く
機
械
に
向
か
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

●
座
右
の
銘
に
つ
い
て

　
﹃
邂
逅
﹄
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
と

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

job support

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
思
う

■

毎
年
、
学
生
の
就
職
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
と
多
く
の
履
歴
書

に
目
を
通
す
こ
と
に
な
る
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
の
記
述
は

ど
れ
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
る
。
ア
ル
バ
イ

ト
の
業
界
が
外
食
産
業
に
集
中
し
て
い
る
の
は
最
近
の
傾
向
。
こ

の
業
界
の
キ
ッ
チ
ン
で
は
最
終
調
理
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
天
ぷ
ら
の
場
合
、
オ
ー
ダ
ー
が
入

る
と
袋
を
破
っ
て
食
材
を
出
し
、
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
ラ

ン
プ
が
赤
か
ら
青
に
変
わ
っ
た
ら
取
り
出
せ
ば
よ
い
。
す
る
と
、

こ
ん
が
り
と
し
た
衣
が
付
い
て
出
て
く
る
。
正
し
く
、
つ
ま
り
マ

ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
操
作
す
れ
ば
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
天
ぷ

ら
を
揚
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

■

面
接
に
お
い
て
学
生
時
代
に
一
番
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
何
か
と
問
う
と
、
臆
す
る
こ
と
な
く
ア
ル
バ
イ
ト
と
答

え
る
。
で
は
学
ん
だ
こ
と
を
問
え
ば
、
接
客
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
っ
て
き
た
と
胸
を
張
る
。
し
か
し
、
接

客
方
法
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
て
も
限
界
が
あ
る
。
接
客
イ
コ
ー
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
回
答
す
る
こ
と
自
体
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
だ
。
こ

の
業
界
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
﹁
店
内
で
頭
髪
を
い
じ
ら
な
い
﹂﹁
鼻
歌
を

歌
わ
な
い
﹂﹁
カ
ッ
プ
に
指
を
か
け
な
い
﹂
と
い
っ
た
基
本
動
作
か

ら
テ
ー
ブ
ル
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
、
こ
と
細
か
く
膨
大
な
量
に

及
ぶ
と
い
う
。

■

先
般
、
日
本
を
代
表
す
る
メ
ー
カ
ー
の
採
用
セ
ミ
ナ
ー
を
拝

聴
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
中
で
新
入
社
員
研
修
で
の
感
想

を
述
べ
て
お
ら
れ
た
。
試
行
錯
誤
し
て
何
か
を
や
り
遂
げ
よ
う
と

す
る
意
識
が
不
足
し
て
い
る
。﹁
教
え
て
も
ら
っ
て
い
な
い
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
﹂。
口
癖
は﹁
納
得
行
き
ま
せ
ん
﹂。つ
ま
り
Ｅ
Ｑ︵
心

の
知
能
指
数
︶
が
低
い
。
稀
に
こ
の
手
合
い
が
紛
れ
込
ん
で
く
る
。

厳
選
採
用
を
し
た
は
ず
な
の
に
見
抜
け
な
か
っ
た
と
残
念
が
っ

て
お
ら
れ
た
。

■

ミ
ス
の
な
い
作
業
を
す
る
上
で
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
有
効
だ

が
、
最
初
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
慣
れ
親
し
ん
で
し
ま
う
と
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
。﹁
問
題
発
見
能
力
と
問
題
解
決
能
力
﹂
は
採
用
条
件

に
欠
か
せ
な
い
。
応
用
力
の
育
成
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
。

早いもので、今年のカレンダーも残す
ところ１ヶ月となりました。
師走の12月は、まさに字の如く月日
が走り去るように過ぎていくような
気がします。
さて、この１年愛読していただきあり
がとうございました。来年も読者と親
密さを深めた情報提供の新聞づくり
に心掛けていきたいと思います。
ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ
編集班まで

TEL　055-237-3215　　
FAX　055-237-3216　　
E-mai l　webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

編 集 後 記

平成17年度組合青年部県大会開催
　11月22日アピオ甲府において、山梨県中小企業団体青年中央会（初鹿

武仁会長）は中央会と共催で平成17年度組合青年部県大会を開催した。

　県大会は、組合青年部の会員、中央会傘下組合の青年経営者及び若手後

継者が一堂に会し、時機にあった研修及び交流を行うことにより、経営の

ヒントを得ることを目的に毎年実施している。

　今回は、中小企業新事業活動促進法に基づく「新連携」をテーマに実施し、

制度の仕組み及び野村ユニソン（長野）とくじらハウス（高知）の２社の事

例研究を行った。

　また、西東京山梨倶楽部（長坂紘司会長）、山梨県商工青年同友会（佐野

正秀会長）及び青年中央会で昨年度より組織を立ち上げた、西東京・山梨

経済交流会の第４回交流会も兼ねて開催したため、90名を超える参加者

を得て、より多くの方々との地域を越えた異業種交流を図ることができた。

　交流懇親会では、参加者が各企業の概況、現在自社で取り組んでいるこ

と、これから取り組みたいことなどをそれぞれ発表し、新たな連携に向け

ての有意義な交流を行った。

親睦ゴルフコンペを開催
山梨県中小企業団体中央会

経済３団体中小企業支援について
　　　　　　　　　　　山梨県へ要望

　中央会は、11月20日、笛吹市「ウッドストックカントリークラブ」

において、中小企業団体の親睦と交流を図るため、第36回県下中小

企業団体親睦ゴルフコンペを開催した。

　特に本年度は、中央会創立50周年にあたり、記念大会として開催

した。

　当日は、会員をはじめとして120名の参加者があり、穏やかな日

の中、新ペリア方式による団体戦、個人戦を行い、日頃のゴルフの

腕を競い、鋭気を養っていた。

　なお、団体戦、個人戦の主な成績は次のとおり。

　団体戦　
　優　勝s甲府ハイヤー事業協同組合　　　　　
　準優勝s山梨県宝石研磨工業協同組合
　個人戦　
　優　勝s三井　恭氏（山梨県中小建設業協同組合）
　準優勝s田中　政比巳氏（甲府ハイヤー事業協同組合）

　わが国経済は、全体として景気に明るさが広がりつつあるものの、いま

だデフレからの脱却は出来ずにいます。特に、わが国企業数の99％を占め

る中小企業は、脆弱な経営資源の中で、バブル経済崩壊後の厳しい構造変

化の波に洗われ、厳しい経営環境にさ

らされています。こうした観点にたち、

本県経済の活性化と中小企業の活力

増進のため、平成18年度事業・施策に

おける中小企業対策の拡充強化、まち

づくりの推進と地域産業の振興等、次

の諸点について実現を図られるよう、

11月24日に３団体（山梨県中小企業団

体中央会、山梨県商工会議所連合会、

山梨県商工会連合会）の会長が山梨県

に対して強く要望した。

　要望内容は以下のとおり

　　１．小規模対策予算及び中小企業連携対策予算の確保
　　２．適正な商業環境の整備促進とコンパクトシティ実現に向けた積
　　　  極的な取り組み
　　３．産業観光の振興と地域ブランドの確立
　　４．ものづくりの推進と創業・経営革新への支援
　　５．中小企業金融施策の充実
　　６．官公需の発注に関する中小企業組合等への配慮
　　７．その他
　　　 ①2007年問題に関連する労働力不足や技術伝承等への対応
　　　 ②小規模事業者の情報活用に向けた研修会等、人材育成のため
　　 　　の支援策の強化
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●山梨県印刷工業組合

　事務局長　根 津 　太郎

『一期一会』
　
年
を
重
ね
、
古
希
を
迎
え
た
。
四
〇
年
余
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

を
リ
タ
イ
ヤ
し
、
現
在
組
合
の
電
話
番
役
で
ご
厄
介
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
も
私
の
座
右
の
銘
︵
好
き
な
言
葉
︶
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
言
葉

﹃
一
期
一
会
︵
い
ち
ご
い
ち
え
︶﹄
が
あ
り
ま
す
。
私
の
営
業
マ
ン
生
活

の
生
き
方
と
し
て
、
真
似
事
で
す
が
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
﹃
一
期
一
会
﹄
は
皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、
千
利
休
の
弟
子
﹁
山

上
宗
二
﹂
が
解
く
よ
う
に
﹃
一
生
に
一
度
の
出
会
い
﹄
、
〜
生
涯
た
だ

一
度
ま
み
え
る
こ
と
〜
〜
一
生
に
一
度
限
り
で
あ
る
〜
こ
と
と
解
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
﹁
茶
会
の
心
得
﹂
と
し
て
守
ら
れ
た
精
神
で
す
。

　
真
似
事
と
し
て
も
、
客
人
と
会
う
際
、
こ
の
心
が
必
要
と
考
え
て
か

ら
で
す
。
相
手
が
如
何
様
な
用
で
あ
ろ
う
と
﹁
接
す
る
心
は
丁
重
な
対

応
﹂
と
﹁
身
だ
し
な
み
と
心
﹂
が
必
要
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
約

束
事
と
時
間
は
尊
厳
守
。

　
私
は
、
そ
ん
な
心
で
接
す
る
と
客
人
の
気
持
ち
と
心
が
な
ん
と
な
く

洞
察
力
と
し
て
生
ま
れ
ま
す
。

　
〜
人
生
は
人
と
人
と
の
出
会
い
で
始
ま
る
〜
、
残
す
生
涯
そ
ん
な
真

似
事
で
正
直
に
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
終
わ
り
に
、
﹃
中
小
企

業
タ
イ
ム
ズ
﹄
に
掲
載
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

●中央会イベント情報

2006中小企業団体
新春交流会

共生団結
●平成18年１月７日（土）10：30～
●アイメッセ山梨（甲府市大津町）

参加費
お１人様

2,000円
式　　典　10：30～

記念講演　11：20～

　講師s林家 木久蔵 師匠
　　　　現在「笑点」のレギュラーメンバーとして活躍中。
　　　　木久蔵ラーメンの販売等、ラーメン通としても有名。

　演題s「僕の人生落語だよ」

交 流 会　12：20～

　s手作り料理を囲みながら賀詞交換
　s恒例の初売も実施

■特典多彩な
　「光のピュシス協賛会員」
一口2,000円以上の協賛金をいただいた方を対象に協
賛会員カードを発行させていただきます。このカードを
協賛加盟店で提示することによって、各種割引サービス
等多彩な特典を受けることができます。

協賛金受付所　 山梨県中小企業団体中央会　甲府市飯田2-2-1　TEL.055-237-3215

こ ん な に お ト クこ ん な に お ト ク
山梨県内のデパート・飲食店・ホテル・ゴルフ場・温泉施設・ガソリン
スタンド・理美容店等、約250店の協賛加盟店において割引のほか、
プレゼントなどの特典が受けられます。

協賛会員になって、あなたも甲府城にイルミネーションを灯そう!

●協賛加盟店については公式ホームページでご確認下さい。

光のピュシス 協賛会員募集

http://www.physis-kofu.com

協賛会員になると協賛会員になると協賛会員になると＋
プラス

!

県内の指定県内の指定4店で店で

使えるクーポン券が使えるクーポン券が

3,1003,100円分ついてきます円分ついてきます

県内の指定4店で

使えるクーポン券が

3,100円分ついてきます

●甲府城にひろがる

平山郁夫シルクロードの世界…
●甲府城に

ハローキティイルミネーション

2005年12月2日（金）～2006年1月15日（日）

鈴木一永

情報BOX
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「健康づくり」講座開催
　体と健康について多くの人々が高い関心を持っている今、自らの
健康は自らつくり、守っていくという自覚のもと、身近にできる健
康づくりの実践について学習を進めています。

第１回　平成18年１月18日（水）　14：00～16：00

「元気山梨健康長寿」
●講師：山縣然太郎　（山梨大学医学部社会医学講座教授）

第２回　平成18年１月26日（木）　14：00～16：00

「生活者力は健康のもと－自分の健康、自分で創る－」
 ●講師：代永まつ子　（山梨県生涯学習インストラクターの会）

第３回　平成18年２月３日（金）　14：00～16：00

「心の健康」
講師：松井紀和　（日本臨床心理研究所所長）

第４回　平成18年２月９日（木）　14：00～16：00

「心豊かな生活習慣－感動の人生を生きるー」
講師：白尾裕　（山梨県生涯学習インストラクターの会）

山梨県生涯学習推進センター（甲府市丸の内1-6-1）
Tel.055-223-1853　Fax.055-223-1855　E-mail：center@menabi.pref.yamanashi.jp

県男女共同参画推進センター
大研修室（甲府市朝気1-2-2）

主催／申込
問い合わせ先

受講料

会 場

定 員無料 各回100名


